
  

【【【豊豊豊田田田・・・三三三好好好１１１次次次交交交通通通圏圏圏ののの目目目指指指すすすべべべききき将将将来来来像像像】】】   

（（（目目目標標標年年年次次次：：：２２２０００１１１６６６年年年）））   

● 人と環境にやさしい交通体系で活発な交流ができるまち 

● 自動車に過度に依存しない利便性と選択性の高いまち 

● 地域に合った交通を地域で創り、育てるまち 

◆ 1．将来都市像を実現するための基本方針 

 

(１)基本方針 

① 目指すべき将来都市像 

 

 

 

 

 

 

【将来都市像の具体的なイメージ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②公共交通の経費負担に対する意識の変化 

・ 公共交通利用の促進は、利用者だけでなく交通及び都市全体に様々な効果をもたらします。 

・ 市民の意識も、公共交通維持・活性化に対する行政支援の必要性を高く感じています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

豊田・三好１次交通圏の課題 

使いたいときにいつでも利用でき
る地域バスが運行している。 

目指すべき都市像の

具体的なイメージ

快適な駅・バス停施設が整備され
ている。 

駅・バス停のバリアフリー化が進
展している。 

広域的に連携した基幹バスネット
ワークが構築されている。 

公共交通機関のサービス（運賃・
運行本数等）が向上している。 

バスの定時性が確保されている。 

分かりやすいバス路線網が整備さ
れている。 

公共交通の充実の間接的効果 

地域全他：都市の魅力の向上  
環  境：ＣＯ2の排出量軽減 
商 業 者：中心市街地の賑わいの創出 
事 業 所：安全で安定した通勤手段確保 
自動車利用者：渋滞緩和 
そ の 他：福祉対策 

独立採算制の原則 

● 経費は受益者である 

利用者が負担 

社会資本として 

地域で支える 

● 社会全体が受益者 

● 経費の一部を公費で支援
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【【【目目目指指指すすすべべべききき将将将来来来将将将来来来像像像ををを実実実現現現すすするるるたたためめめののの基基基本本本方方方針針針】】】   

 目 指 す べ き 

将 来 都 市 像 

鉄道・バスなどの公共交通対策　今後
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■ 公共交通対策に対する市民意識 

１５年度集計・１７年度仮集計（共通項目のみ表示）
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H17現状の満足度 H17今後の重要度

H15現状の満足度 H15今後の重要度

■ 施策別の満足度と重要度の市民意識

・ 公共交通の経費負担に対する意識の変化 

・ 公共交通に対する市民意識、施策の満足度と重要度

豊豊豊田田田市市市ははは、、、公公公共共共交交交通通通ををを社社社会会会資資資本本本ののの一一一部部部とととしししてててとととらららえええ、、、積積積極極極的的的かかかつつつ適適適切切切ににに関関関与与与しししててていいいきききままますすす。。。   

【【【５５５つつつののの主主主要要要施施施策策策】】】   

基幹バス 
行政が主体的に構築します。 

鉄道 
事業者とともに充実させます。

地域内交通 
地域主体の構築を進めます。 

交通結節点 
機能を拡充します。 

利用促進策 
ハード・ソフト施策を推進します。

協働 
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　　区分境界

凡　例

地域区分境界

地区区分境界

1次交通圏
挙母地区

高橋地区

上郷地区

高岡地区

保見地区

猿投地区 石野地区

松平地区

藤岡地区

小原地区

足助地区

下山地区

旭地区
稲武地区

（三好地区）

豊田地域

旧町村地域

三好町

◆ 2．基幹公共交通ネットワークの骨格形成 

 

★前述の 5 つの主要施策のうち、鉄道とバスは「基幹公共交通」として位置付けられる。ここからは基幹公共

交通ネットワークの構築のための検討を行う。 

１．  基幹公共交通ネットワークに求められるもの 

 

 

 

 

２． 基幹公共交通ネットワークの概観 

基幹公共交通ネットワークの必要性を地区間の全体的な流動から概観する。 

(１)検討条件 

① 地区区分   25 地区 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 分析データ  第４回パーソントリップ調査＋人の動き調査（旧町村） 

③ 対象流動   日常的な４つの行動目的で自動車又は公共交通利用者を対象 

■目的：通勤、通学、通院、買物等 

・ 業務目的が把握できていないが、帰宅目的を除けば上記目的で全体の約 80％を占める。 

・ 居住地発生ベースで検討し、帰宅は同様とする。 

・ 通院目的⇒１週間の平日のうち通院は１日と仮定し、通院目的流動×0.2 とする。 

・ 買物目的⇒１週間の平日のうち買物等は 2.5 日と仮定し、買物等目的流動×0.5 とする。 

■手段：自動車・公共交通 

・ 基幹ネットワークの検討のため、代表交通手段が徒歩・二輪車の短距離トリップは除く。 

④ 基幹公共交通ネットワークを結ぶ地区間の選定方法 

目指すべき将来の都市像や基幹公共交通ネットワークの位置付け・役割を考慮して、ネ

ットワーク形成の必要性がある地区間を、次の２つの条件の何れかに該当するものを目安

として選定する。 

１） 日常的なそれぞれの目的での移動において依存度の高い地区間。 

⇒各居住地区単位で移動地区構成比が 10％を超える地区間（目的別） 

２） 日常的な移動において流動が多い地区間。 

⇒流動が 1000 人を超える地区間（発生ベース）流動量が多い地区間を結ぶ。 

また、現在の人口の集積状況、公的・主要医療・大規模商業・業務施設等の立地状況、

道路網状況、現在の公共交通利用状況等も考慮する。 

 

 

 

(２)基幹路線ネットワークの必要性のある地区間の選定 

選定目安によりネットワークを形成する必要があると判断される地区間は下表のとおりとなる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 公共交通の利用促進が図られ、過度の自動車利用の改善及び環境負荷への低減に資するものであること。

② 市民の通勤・通学・買物・通院等の日常的な生活交通において、高い利便性、選択性が発揮できること。

③ 都市としての一体性を確保し、地域内交通との連携が図られるものであること。。 

1 挙母地区 16 名古屋市

2 高橋地区 17 岡崎市
3 上郷地区 18 瀬戸・尾張旭
4 高岡地区 19 知立・安城・刈谷・豊明
5 保見地区 20 東郷・長久手・日進
6 猿投地区 21 三河東部
7 石野地区 22 三河南部
8 松平地区 23 尾張
9 藤岡地区 24 知多半島

10 小原地区 25 県外

11 足助地区
12 下山地区
13 旭地区
14 稲武地区

15 三好地区

交通圏外区分交通圏内区分

【居住地⇒交通圏内】 【居住地⇒交通圏外】 単位：人/日（公共交通・自動車利用者）
着地区 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 合計

発地区
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母
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岡
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1 挙母地区 36488 2083 2910 5491  2483         3941 3883 1974  2332 1218      67146

2 高橋地区 12903 7801  1649  1278         1005 1737 1011         32581

3 上郷地区 5064  3968 2694             1706  1396       17751

4 高岡地区 9859  2283 13421           1922 2691 1362  6563       41749

5 保見地区 2132    1217           1116          8144

6 猿投地区 7663   1049  4325   1083      1080 1932          22552

7 石野地区                          2668

8 松平地区 1043                         3292

9 藤岡地区 2554     1163   3356                 11835

10 小原地区                          2478

11 足助地区 1057          1750               5620

12 下山地区            1316              4119

13 旭地区                          1442

14 稲武地区              1302            2103

15 三好地区 5695   1266           9309 4019   1033 1982      26249

16 名古屋市 6792   1472 2379 1991         4384           18517

17 岡崎市 7144  1970 2843           1136           14971

18 瀬戸・他 1354                         3724

19 知立・他 4918  1353 5486           1969           15031

20 日進・他 2370              3746           7792

21 三河東部                          0

22 三河南部 1860                         4078

23 尾張 1628              1209           4043

24 知多半島 1100                         2741

25 県外                          2687

合計 114698 14979 15739 39160 11476 17469 2959 2172 9139 1482 3157 1518 665 1425 33954 17726 8270 1802 13319 6266 401 2107 1642 1011 779 323313

注） 数値は、流動が1000人以上ある地区間を表示。合計は表示以外も含めた全数。
は、各居住地区単位での移動構成比が、通勤・通学・通院・買物等のいづれかの目的で１０％以上の地区間を示す。

通勤流動比率 ％以上の地区間 単位：％
【居住地⇒交通圏内】 【居住地⇒交通圏外】

着地区 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 合計

発地区
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発地区計
単位：人

1 挙母地区 50.7   10.5                      44335
2 高橋地区 47.3 12.1                        21625
3 上郷地区 30.1  19.3 16.6                      12343
4 高岡地区 25.3   30.0               15.3       30256
5 保見地区 28.9    12.5 10.0          14.1          6052
6 猿投地区 38.2     13.7                    15157
7 石野地区 38.6 11.9     11.4                   1902
8 松平地区 35.3 11.2      12.1         12.3         2404
9 藤岡地区 25.5        25.6                 8272
10 小原地区 14.0        15.5 32.1                1605
11 足助地区 22.6          25.4               3794
12 下山地区 26.1           29.2     11.2         3008
13 旭地区 11.7          13.6  32.2             929
14 稲武地区              61.8            1347
15 三好地区 23.3              27.5 18.6          18077

通院流動比率 ％以上の地区間 単位：％
【居住地⇒交通圏内】 【居住地⇒交通圏外】

着地区 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 合計

発地区
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発地区計
単位：人

1 挙母地区 75.5                         2180
2 高橋地区 48.1 39.4                        1103
3 上郷地区 40.1  22.2              15.9         559
4 高岡地区 32.5   40.8               16.1       1302
5 保見地区 26.3    11.0 15.3            22.4  10.2      255
6 猿投地区 45.9     33.1                    728
7 石野地区 33.9 20.2    29.0                    124
8 松平地区 50.7 34.2      15.1                  73
9 藤岡地区 28.3     16.1   38.6                 433
10 小原地区 33.6         35.9                148
11 足助地区 20.3 17.3         58.3               316
12 下山地区 11.2           56.6     22.7         153
13 旭地区           67.6  14.1             160
14 稲武地区           31.5   38.2            135
15 三好地区 38.3              43.1     13.2      1009
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10 通学流動比率 ％以上の地区間 単位：％
【居住地⇒交通圏内】 【居住地⇒交通圏外】

着地区 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 合計
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発地区計
単位：人

1 挙母地区 23.4               22.5          5468
2 高橋地区 11.3 22.8              22.3          3075
3 上郷地区 13.4  17.6             23.4 10.3   10.8      1561
4 高岡地区 10.7   22.7            22.4   16.7       3486
5 保見地区     20.9 10.6         13.7 22.4          953
6 猿投地区      21.6          25.4    11.3      3054
7 石野地区 17.3    21.7           14.2    12.7      323
8 松平地区      10.9  38.6                  267
9 藤岡地区     13.5    20.5       25.0          1746
10 小原地区     17.9     29.9      12.4          402
11 足助地区     16.6      40.6     11.4          796
12 下山地区 10.7       11.9    31.9     14.1         646
13 旭地区           27.7  44.7   11.7          94
14 稲武地区           12.0   84.6            358
15 三好地区 15.3              31.3 20.5          2191

買物等流動比 ％以上の地区間 単位：％
【居住地⇒交通圏内】 【居住地⇒交通圏外】

着地区 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 合計

発地区
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発地区計
単位：人

1 挙母地区 73.0                         15163
2 高橋地区 26.4 59.7                        6778
3 上郷地区 27.9  36.2 17.9             11.2         3288
4 高岡地区 21.2   44.9               17.0       6705
5 保見地区 26.4    26.5 15.0                    884
6 猿投地区 35.1     37.5                    3613
7 石野地区 37.6 24.5    11.6 18.8                   319
8 松平地区 25.4 38.3      29.7                  548
9 藤岡地区 14.3     16.7   51.7                 1384
10 小原地区 12.7        39.6 21.5               13.8 323
11 足助地区 14.8 33.9         39.1               714
12 下山地区  26.0          46.2     17.0         312
13 旭地区 19.9     21.0   19.9  23.4  11.0             259
14 稲武地区 13.1             43.8           25.7 263
15 三好地区 15.4              64.8           4972

10

10
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都計道　整備済み（４車線）

都計道　未 整 備（４車線）

都計道　整備済み（２車線）

都計道　未 整 備（２車線）

凡　　例

国　道

主要地方道

153

257

豊田IC

155

419

153

248

155

301

153

420

■ 豊田・三好１次交通圏の道路網状況と都市計画道路整備状況 

人口密度（人口/ｋ㎡）

挙母地区 高橋地区

上郷地区

高岡地区

保見地区

猿投地区 石野地区

松平地区

藤岡地区

小原地区

足助地区

下山地区

旭地区
稲武地区

三好地区

   100未満

   100～　

   500～　

 1,000～　

 2,000～　

 5,000～　

 8,000～　

10,000以上

1000～

500～1000

200～500

100～200

50～100

20～50

2～20

単位：人/日

凡　例

高校・大学

運動場・体育館

公共施設

一般病院

大型小売店

主要事業所

小・中学校

高齢者・福祉施設

保健施設

■ 豊田・三好１次交通圏の町別人口密度 ■ 豊田・三好１次交通圏内の主要施設分布 

■ 豊田・三好１次交通圏内のバス停乗降者数 



 

 

  ■ 豊田・三好交通圏内の鉄道駅の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ■ 豊田・三好交通圏内のバス停乗降客数（50人／日以上のみ抽出） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(３)骨格の形成 

前記した地区間を結ぶ選定条件と現状の人口・主要施設分布、公共交通網及び利用者数を考慮し、地区間を

結ぶ基幹公共ネットワークの骨格は下図のとおりと考えられる。なお、隣接地区間以外は、現状の公共交通路

線網を考慮し途中の地区を介して結ぶように図化した。 

この骨格図を基に、さらに現状の道路網等を考慮した基本的な基幹公共交通ネットワークの外形を次頁に示

す。 

 

■ 基幹公共交通ネットワークの骨格 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下山

足助

藤岡

稲武

小原

保見

三好

猿投

松平

高橋

高岡

上郷

挙母

旭

石野

瀬戸他

岡崎

日進他

知立他

名古屋

現状路線で結ばれている地区間

隣接地区で直接路線が結ばれていない地区間（流動量）

隣接地区で直接路線が結ばれていない地区間（依存率）

鉄道路線

主要バス路線

乗降者数 乗降者数

（人／日）
挙
母

高
橋

上
郷

高
岡

保
見

猿
投

石
野

松
平

藤
岡

小
原

足
助

下
山

旭
稲
武

三
好

（人／日）
挙
母

高
橋

上
郷

高
岡

保
見

猿
投

石
野

松
平

藤
岡

小
原

足
助

下
山

旭
稲
武

三
好

1 豊田市 5,057 ● 41 六ツ木 99 ●
2 浄水駅 592 ● 42 豊田タウン前 97 ●
3 猿投駅 347 ● 43 ジャスコアイモール 96 ●
4 足助病院 332 ● 44 喜多町４ 94 ●
5 トヨタ記念病院 327 ● 45 学泉大学 92 ●
6 知立駅 316 46 手呂団地口 92 ●
7 三好上 280 ● 47 泉町 90 ●
8 三好 272 ● 48 豊田西高校前 89 ●
9 三好ヶ丘駅 249 ● 49 新屋辻 89 ●
10 野見小学校前 248 ● 50 初吹団地 89 ●
11 三好学園前 242 ● 51 広瀬 85 ●
12 汐見町 219 ● 52 鉄工団地前 84 ●
13 加茂病院 216 ● 53 洞泉寺前 83 ●
14 明知口 205 ● 54 東保見小学校前 83 ●
15 神池町 193 ● 55 南緑苑 78 ●
16 三河豊田駅前 189 ● 56 新屋 77 ●
17 三好サンアート前 185 ● 57 税務署南 77 ●
18 三好西口 173 ● 58 公団住宅前 76 ●
19 東山住宅 161 ● 59 西保見小学校前 76 ●
20 豊田本町 157 ● 60 香九礼 76 ●
21 県営住宅前 152 ● 61 東郷小学校前 75
22 高橋町 146 ● 62 陣取住宅前 74 ●
23 黒笹駅 143 ● 63 九久平 74 ●
24 西広瀬 140 ● 64 県営住宅口 73 ●
25 広路町（ジャスコ前） 139 ● 65 足助 72 ●
26 衣ヶ原 133 ● 66 香九礼橋 72 ●
27 豊田東新町 132 ● 67 明和町 68 ●
28 神池台 132 68 打越 67 ●
29 ｱｲﾓｰﾙ・ｼﾞｬｽｺ三好店 131 ● 69 今町１ 66 ●
30 稲武 129 ● 70 大見口 65 ●
31 東保見町 127 ● 71 三軒町 63 ●
32 香良須口 125 ● 72 東山町 62 ●
33 鵜ヶ瀬 124 ● 73 古瀬間町 62 ●
34 三好ヶ丘 112 ● 74 加茂丘高校前 62 ●
35 美里１ 112 ● 75 四郷駅 61 ●
36 三好丘６丁目 111 ● 76 京ヶ峰 61 ●
37 宝来町４ 105 ● 77 旭３丁目 60 ●
38 若林駅 104 ● 78 桜公園 60 ●
39 北緑苑 104 ● 79 トヨタ本社前 60 ●

40 高岡公園 101 ● 80 梅坪駅 60 ●

81 宮上町 59 ●
82 運動公園 59 ●
83 飯野 59 ●
84 八迫山 57 ●
85 丸山町６ 55 ●
86 寺部中町 53 ●
87 平山 53 ●
88 四郷 53 ●
89 双美団地口 52 ●
90 関西ペイント前 51 ●
91 足助大橋 50 ●

92 美里 50 ●

順
位

順
位

バス停の属する地区名

バス停名 バス停名

バス停の属する地区名

接続

挙母 高橋 上郷 高岡 保見 猿投 石野 旧町村 三好 バス 自動車 二輪車 徒歩 その他 バス路線

三河八橋 2,763 ● 0.0% 2.2% 60.5% 37.3% 0.0% × △ 福祉バス
若林 4,827 ● 1.3% 20.9% 42.2% 35.7% 0.0% × △ 福祉バス
竹村 2,605 ● 1.5% 17.2% 42.7% 35.4% 3.2% × △ 福祉バス
土橋 5,380 ● 1.5% 16.6% 28.7% 51.9% 1.3% × ×

上挙母 2,689 ● 10.2% 0.6% 35.0% 54.2% 0.0% × ○ 名鉄（豊田市内線）
豊田市 26,266 ● 28.1% 9.7% 13.1% 46.1% 2.9% ○ ○ 名鉄（10路線）、中心市街地バス

梅坪 4,532 ● 13.5% 14.5% 14.5% 50.9% 6.6% ○ ○ 名鉄（藤岡線）
越戸 673 ● 0.0% 0.0% 12.1% 87.9% 0.0% × ×

平戸橋 1,471 ● 0.0% 9.3% 10.9% 79.7% 0.0% × △ 福祉バス
猿投 4,202 ● 0.0% 11.1% 35.5% 53.4% 0.0% × ○ さなげ足助バス

上豊田 2,921 ● 8.0% 22.1% 30.0% 40.0% 0.0% × ×
浄水 7,178 ● 33.9% 21.1% 9.8% 35.2% 0.0% ○ ○ 名鉄（保見団地線）
黒笹 5,647 ● 26.2% 8.2% 19.4% 44.5% 1.8% ○ ○ 三好さんさんバス

三好ヶ丘 6,041 ● 57.4% 6.0% 8.7% 22.6% 5.3% ○ ○ 三好さんさんバス
三河上郷 1,260 ● 6.4% 51.0% 17.8% 24.8% 0.0% ○ ○△ 名鉄（岡崎市内線）、福祉バス

永覚 364 ● 33.3% 0.0% 0.0% 66.7% 0.0% × ×
末野原 1,332 ● 0.0% 48.7% 21.5% 29.7% 0.0% ○ ×

三河豊田 5,657 ● 4.5% 4.5% 22.0% 68.9% 0.0% ○ ○ 名鉄（豊田市内線）
新上挙母 808 ● 0.0% 0.0% 17.8% 64.4% 17.8% ○ △ 名鉄（豊田市内線）
新豊田 8,424 ● 35.7% 4.2% 16.2% 37.7% 6.3% ○ ○ （名鉄（10路線）、中心市街地バス）

（愛環梅坪） 66 ● － － － － － ○ ×
四郷 1,159 ● 20.7% 55.9% 11.7% 11.7% 0.0% ○ ○ さなげ足助バス

（貝津） 38 ● － － － － － ○ ×
保見 1,383 ● 55.7% 0.0% 16.3% 28.0% 0.0% ○ ○ 名鉄（保見団地線）
篠原 212 ● 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% × ×
八草 3,500 ● 58.8% 1.9% 7.7% 29.9% 1.6% ○ ○

101,398 24.1% 11.5% 20.2% 41.9% 2.3% 15/26

注） 豊田線梅坪駅は三河線に含む。愛環新駅（貝津、愛環梅坪）は開業3月分のみ。 ○：毎日運行バス

注） 駅広及び駅乗換バス停（駅前道路含む）は現時点 △：運行日限定バス

資料： 鉄道駅乗降客数：平成16年度鉄道事業者資料

鉄道端末交通手段割合：平成12年大都市交通センサス（定期利用者乗降計）

駅の属する地区名

名
鉄
三
河
線

名
鉄
豊
田
線

愛
知
環
状
鉄
道

合計

鉄道端末交通手段割合（％）
路線名 駅名

駅乗降者数
（人／日）

駅前広場
整備状況

駅乗換バス
停の有無


